
奇天烈倶楽部 第１回・第３回ワークショップに参加しました。

10月10日（金）、秋晴れのもと令和7年度体育
祭を「有工祭」第一弾として開催しました。生徒
たちは「All in」のテーマのもと一致団結して競
技に臨み、多くの保護者や地域の皆様から温かい
拍手をいただきました。続く11月8日（土）の文
化祭2日目（一般開放日）も秋晴れとなり、オー
プンの10時には地域の方々をはじめ多くのお客
様が行列をつくるほどの賑わいを見せ、両日とも、
活気に満ちた一日となりました。体育祭・文化祭
ともに、地域の皆様に見守られながら大盛況のう
ちに終了しました。
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有田工業高校は「地域を愛し 地域に愛される 学校づくり」に取り組んでいます。
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デザイン科３年生の二人が、有田町の炎の博記念堂で行われた「奇天烈倶楽部（きてれつ
くらぶ）のワークショップに参加しました。第１回は「岡本太郎と原榮三郎に奇天烈を学ぼ
う」、第3回は、わさび師匠の「奇天烈落語」でした。参加した二人は、３年生の課題研究
テーマとして取り組んでいます。「変」について考えるワークショップや、「落語」では
トークショーや、高座に座るという貴重な体験もできました。来場者から大きな拍手をいた
だき、生徒たちは、とても面白かったと話していました。

「有工祭（体育祭・文化祭）」
多くのご来場ありがとうございました。 セラミック科
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畑ノ原登り窯焼成に向けて、
１０月５日に窯詰作業を行いま
した。窯業研究部の生徒と波佐
見町の中学生が協力し、保護者
の方々にもお手伝いいただきな
がら、薪割りや登り窯への作品
詰めを行いました。この経験を
通して、焼き物づくりの奥深さ
を改めて感じた貴重な１日にな
りました。

「地域を愛し 地域に愛される 学校づくり」を目指し様々な教育活動に取り組んでいます。
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海外からのアーティストとの交流ができました。

９月２９日（月）、デザイン科１年生５名が、オラ
ンダから来日した２名のアーティストによる、「クリ
エイティブレジデンシーARITA」に参加しました。佐
賀県と有田町の連携事業で、アリタセラ・ギャラリー
青磁にて行われました。お二人はデジタル技術と焼き
物を融合させた作品を制作され、この日は、自己紹介
と制作について紹介があり、難しい内容でしたが、生
徒たちは質問や写真撮影を楽しんでいました。
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【デザイン科・セラミック科】

オープンスクール

【デザイン科・セラミック科】
昭和女子大のワークショップに参加しました。 昭和女子大のワークショップに参加しました。

昭和女子大と有田町が主催する「 UNLOCK
ARITA有田探求！＠有田うちやまキャンパス」が行
われました。デザイン科１年生3名とセラミック科3
年生2名が参加しました。今回のテーマは「町や町と
関わる企業との連携」で伝統的な街並みをめぐる謎解
きツアーに取り組みました。町の魅力をより深く知る
ことを目的に、大学生と本校の生徒が４グループに分
かれて、うちやま地区のコースを回り、地域の方々か
ら説明を受けながら、町の魅力を学びました。
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